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計
画
遂
行
に
向
け

一
丸
と
な
っ
て
事
業
運
営
を

中
標
津
町
農
協
第
卵
回
通
常
総
会
が
６
月
扣
日
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ
寿
宴
で
開
催
さ
れ
、
平
成
旧
年
度
事

業
実
績
と
平
成
ｎ
年
度
の
事
業
計
画
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
な
ど
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
旧
号
議
案

識

に
わ
た
り
、
出
席
組
合
員
満
場
一
致
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

｜
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
２
期
生
が
卒
業

ま
た
、
総
会
開
催
前
に
は
、
当
１
ズ
カ
レ
ッ
ジ
」

蝿

小林佳紀さん金署雄司さん高橋正和さん長IF繋僻=さん

Ｎｉ 

罰

農
協
の
担
い
手

創
出
協
議
会
が

開
講
し
た
担
い

手
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
「
ル
ー
キ

鰍

満ケ平訓史さん含丼敏洋さん乾元樹さん

当
Ⅱ
は
農
繁
期
前
の
多
忙
な

時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合

旦
数
２
２
６
人
｛
本
人
出
席
１
１

６
人
、
群
而
及
び
代
理
出
席
１

１
０
人
）
が
出
席
し
、
議
堕
に
は
、

当
幌
地
低
の
飯
島
浩
氏
、
第
２

俣
落
地
区
の
滝
本
広
氏
が
推
薦

さ
れ
議
嚇
に
入
り
ま
し
た
。

特
別
議
決
事
項
で
あ
る
議
案

第
１
号
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
、

議
案
第
８
号
「
定
款
の
一
部
変
奥

に
つ
い
て
」
関
連
事
項
で
議
案

第
９
号
「
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

１
ズ
カ
レ
ッ
ジ
」
２
期
生
７
人
の

卒
業
式
が
開
か
れ
、
高
橋
組
合

長
か
ら
一
人
ひ
と
り
卒
業
証
替

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

繁
忙
期
前
の
多
忙
な
時

期
に
１
１
６
人
が
出
席

『

い
て
」
及
び
議
案
第
皿
号
「
信
用

事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」

が
先
に
上
程
さ
れ
、
こ
の
上
程

議
案
に
対
し
三
定
款
附
属
課
）

役
員
選
任
規
樫
第
６
条
に
（
投
票
）

鐵甕
質疑莚伝える

山下安之氏 手際の良い議事進行を務めていただいた簸同溝民(左〕､滝本広氏

と
あ
る
が
、
こ
れ
を
（
議
決
・
採

決
の
方
法
）
と
標
記
変
更
し
た

ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
ま

た
、
「
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
定

款
第
調
条
（
総
会
の
議
決
率
項
｝

の
巾
で
役
以
選
任
の
議
決
耶
項

が
救
っ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
な

の
か
」
の
質
問
が
あ
り
、
乾
参
ボ

か
ら
、
役
旦
選
任
規
程
第
６
条
（
投

票
）
と
あ
る
の
は
、
迦
常
の
選
挙

の
投
票
で
は
な
く
、
起
立
ま
た

は
挙
手
で
表
決
を
取
る
と
い
う

表
現
で
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
定
款
第
羽
条
に
役
貝
の

選
任
条
項
が
な
い
と
い
う
質
問

に
対
し
て
は
、
役
員
選
任
規
程

の
中
で
規
定
さ
れ
て
お
り
定
款

『

綱領を餌喝する出席者

引
き
続
き
議
案
第
１
号
「
平

成
旧
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対

照
表
、
扱
益
計
算
将
、
剰
余
金
処

分
案
及
び
附
鵬
明
細
諜
の
承
認

に
つ
い
て
」
が
上
程
さ
れ
、
夏
場

の
予
想
以
上
の
猛
暑
に
よ
り
生

乳
生
産
は
前
年
比
１
０
０
．
５

％
に
留
ま
っ
た
が
、
乳
川
牛
の

個
体
販
売
が
尚
仙
安
疋
で
推
移

し
、
肉
用
牛
に
つ
い
て
も
輸
入

牛
肉
の
減
少
に
よ
り
経
瀧
肉
川

牛
の
高
騰
、
初
生
欄
、
肉
川
素
牛

の
価
格
安
定
、
史
に
馬
鈴
響
で

は
澱
粉
工
場
再
編
後
５
カ
年
で

岐
高
の
出
荷
雌
と
な
り
、
甜
菜

で
は
過
去
岐
岡
の
反
収
と
な
る

な
ど
計
画
以
上
の
高
決
算
と
な

り
、
噺
期
剰
余
金
６
千
３
７
４

万
７
Ｔ
４
６
Ｏ
ｎ
を
計
上
す
る

こ
と
が
Ⅲ
来
た
事
に
つ
い
て
乾

参
事
が
説
明
後
、
代
表
監
事
よ

り
全
て
に
お
い
て
適
正
で
あ
る

旨
の
監
査
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
「
平
成
灯
年
度

の
整
術
上
問
題
な
い
と
い
う
判

断
で
あ
る
旨
説
明
し
、
議
長
の

裁
決
に
対
し
議
案
第
５
号
、
８
号
、

第
９
号
、
ｎ
号
に
つ
い
て
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

澱
原
馬
鈴
し
よ
、
て
ん
菜

は
過
去
最
高
の
出
来

'４八L｣I席AQjLJ'ＪＱＰＴＱＪノリつ



中標津町農協第58回通常総会
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
」
牛

１ 

総
会
で
の
質
問
事
項
「
定
款
第
釣
条
に
総

会
の
議
決
事
項
が
羅
列
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
記
載
さ

れ
て
い
な
い
」
と
い
う
件
に
関
し
て
中
央

会
中
標
津
支
所
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

ま
し
た
の
で
参
考
ま
で
に
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

第
羽
条
は
あ
く
ま
で
も
総
会
の
専
権
事

項
を
羅
列
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
こ
こ
で

記
載
さ
て
い
な
く
と
も
他
の
事
項
で
記
載

さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
な
い
と
思
わ
れ
、
こ

の
と
き
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
第
氾

定
款
第
測
条
に
関
す
る

質
問
事
項
に
対
す
る
中
央
会
参
考
指
針

譲塞群読み_Ｈ了ろ乾参聖と霊２０噸のＴｅ言
殻
整
備
率
１
０
０
％
を
Ⅱ
脂
す

率
や
高
性
能
糞
尿
散
価
機
及
び

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
有
効
活
用
に

よ
る
收
地
維
持
管
理
技
術
の
砿

乳
化
産
前
年
比
１
０
２
％
か
一
日

標
と
し
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施

・
生
乳
生
産
１
０
２
％
増

・
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
施

設
整
備
率
１
０
０
％

・
粗
飼
料
自
給
の
向
上

・
安
心
と
安
全
に
向
け
て

の
事
業
展
開

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
重
要
事
項
で

あ
る
た
め
、
独
立
し
た
狙
条
で
定
め
た
も

の
で
、
こ
れ
を
羽
条
に
重
複
し
て
記
載
す

る
必
要
は
な
い
と
解
さ
れ
ま
す
。

条
に
よ
っ
て
役
員
選
任
規
程
で
定
め
る
と

な
っ
て
お
り
、
役
員
の
選
任
規
程
に
は
、
総

会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
以
上
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
定
款
に
記

載
が
あ
る
と
判
断
し
て
差
し
支
え
な
い
も

の
と
考
え
ま
す
。

〆可

形

蛎
業
、
ス
タ

ン
ド
鞭
業
の

安
心
と
安

全
を
さ
ら
に

提
供
で
き
る

体
制
な
ど

79 ＩＤ 

』
Ｍ
、
粗
飼
料
瑠
瀧
ｎ
ｋ
、
化
活

ｌ
Ｌ
 Ｉ 

鶴ノ～ 

【
平
廟
灯
年
慶
～
第
副
期
・
役
員
一
覧
】

役員の別|管理購買|営農生産｜氏名｜主な役劉
ＩｌｌＩ溌lllI1]・腱協酪鰹対簸協議会役只
納蛎対莱Ｍｉ瀧会姿Ｌｌ
ｌｌ１Ｉ１職'1町腿協畑作抑』莱協,蔽会姿旦
ＩＩＪ慨瀧UIIllLMIlllぃ千ｆｉＩｌｌＩ脇離合婆1」

代炎理]１１１
組合腱

方針を伝える高橋絹合長○ ○ ○ 商摘勝jKi

を
盛
り
込
ん
だ
提
案
を
い
た
し

ま
し
た
叩

こ
の
ほ
か
、
第
７
号
議
案
ま
で
全

て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
、
満
場
一
致
の
拍
手
を
も
っ

て
閉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
度
も
膿
協
を
取
り
巻
く
情

〆零ｈIIJ標Ｔｌ1町腿協所鰹ｽﾘ莱協議会役Ｌｌ
ｲ丁腿会社ファムエイ収諦役
紡端対策協議会姿n
IlIIlIil1l`｣r業Il1標津地区染落委し1

Mﾘﾎﾞ11合艮
1111U1i 

○ ○ Ｃ 藤科邑芙智夫

'１Ⅲ標椰Ⅲ｢腿協酪腿ヘルパー利用組合役ｎ
Ｉｊ限会社ファムエイ取締役
１llIllIl111Il業'１１標瀧地|え架落菱且

街腱委Ｌｕを

理１１
◎ ○ lｮ村ＴＩＩ先

｢1J標iLl1町腱協悦対簸委ＬＬ会委Ｌｉ
ｆ１１１謙1k乳牛検定組合辿営lii議会姿L１

符理ＩＭＸＵ
委旦催理H1Ｉ

。 ○ 鈴木祥鰯

｢１１僻ilIHIIlML協筋腿〉６１箙協議会役Ｌ１
ＩＩｌＩ蝋津乳f1塁検定組合juL燭協議会委し」
【|'隣ILM11腿協ll1ll作対雄協議会姿Ｌｌ
｢l1lllll小ＩＦ難巾概ﾎ'1地[え鯉落委11

４打龍菱貝反
HIl,Ⅱ 

中林出雄○ 。

'ＨＣ ○篠永直文 IlI慨津l{1J腱協畑作対策協議会菱貝

Ⅱ
！
Ⅱ
！
Ｉ
 

Ｆ
。
孤
一
Ｆ
Ⅲ
己
Ｉ

勢
は
厳
し
い
が
、
承
認
さ
れ
た

計
画
遂
行
に
向
け
、
役
職
型
一

丸
と
な
っ
て
蛎
業
述
徴
に
あ
た

っ
て
ま
い
り
た
い
と
組
合
長
が

挨
拶
を
述
べ
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

【１１慨津町胆準姿、会委L1
IlJ標#１t乳牛愉定糾合jiu憐協,髄会褒11

IHIｐ１ｌ ○ ○ 瀧場恨二

※
ｏ
は
委
此
◎
は
愛
旦
艮

｛
平
成
Ⅳ
年
６
月
Ⅲ
Ⅲ
就
任
｝

iｌｉ○○沿膿賢一 Il1l蕊津l1lI担い手(ｉｌＩｌｌｌ協縦会姿Lｊ

I|'標津INI以協酪農対紫協議会役ｎ
ｌｌｌ標津lHMLl伽､if腱ヘルパー利){]組合役、

Ｃ 小}l｝１１Ｗ言Hｌｌｌｊ ○ 

炎 艦l1j 士井上|刑男巾慨１１１m｢腱協酪腱XI莱IHi離会役Lｌ

ＩＩ１ＩｌＩⅡljTI｢業IIL標津地区災落委L1
lrIIW11llI11T腱協+[lい]z刺111協議会委し！

膣！]Ｉ 荊ケ平蕊肢

乾雅Ｍ１ｌＩ襟ilLMJI股Mn筋腱ヘルパー利川細合役Lｌ艦［1１

川辺俊一結妬対雌協議会委し１Ⅲ 外 朧 1F 

ＱＺｄｌＭＪｌ尺八､９Jﾁﾉﾉ訶了7ＴＷノ

役員の別 管理購買 営農 生産 氏名 主な役割

代炎理]Ｉｌ
組合ｌ量

○ ○ ○ 商摘勝ii‘

【'１１縛'1111]・腱協酪腿対簸M1議会役｣Ｉ
紬ｸ簡外I箙協瀧会委Ｌｌ
ｌｌ１Ｉ】鰯'1町腿協畑作抑』莱協,祇会委旦
ＩＩＪ槻#|lUI『胆協ｲ１１い下ｆｉＩ１ｌｌ協議会委し１

ＭＩ細合腱
JIll１１F 

○ ○ ○ 藤井美智夫

『|;標Tl1UIIl2棚rii鰹ｽil鮠協議会役
ｲﾌﾞ1弧会社ファムエイ収諦役
紡端対箙協議会褒貝
Il1Illll1jiIr業Il1標津ll1llX染落愛し！

桝腱委しＵを

理リド
◎ ○ i:村１１１光

１１Ⅲ擁椰Ⅱ｢腿MA酪農ヘルパー利ハ膳【[合役口

(j限会ﾈ|:ファムエイ取締役
I1lIll1lU1Il業'１１標瀧地|え架落姿'1

符理lIWfI
委輿縫理ｲ(

◎ ○ 鈴木祥幹
'１'僻１１１町腱協悦対簸委Ｌ１会委Ｌｉ
;''１灘１k乳112検定糾合辿営lii議会姿L１

４打龍姿旦艮
叫１「

○ ◎ ｢１１林忠雄

'１１|燃１１町腱協端艇対蛾協議会役Ｌｉ
ＩｌｌＩ蝋沖乳と|塁検定#１１合juL徴協議会委し１
【11|鐸ILM11鰹協llHl作対雄協議会委し1
【l1lllllII1lF難''１猟#１１地1ｽﾞ堆落姿1１

F'１１『 ○ ○ 篠永直文 l1Il識|上|{１J腱協畑作対策協繊会菱旦

皿ＪＩｊ ○ 
′、

、ノ 瀧場旗二
【１１惚津町腿楽委、金安上」
Ill槻ｫ1畷I牛愉fi召:Ⅱ今illi蝋l糺醜会季lL1

JＩＭⅢ1丁 ○ ○ ；汁原賢一 111欄灘lll｢Ｉｌｌぃ手hllIlllfi謙会参1］

H1！１１Ｊ ○ ○ /Ａ１ｌｉｉＩＩｊ信
'|'標津'11｢腱協酪農対紫協議会役、
''1標沖IHI,腿lﾙﾘ酪腱ヘルパー利j鵬１１合役L１

代典朧~Jｊ :{苣井'二昭男 『ｈ燦$l1lUJ腱協酪腱対莱Mi離会役L１

IjＩ 前ケ平養llj］
ｌＩ１ＩｌＩⅡljJI｢業I1L標津地1X災落委し１
ＩＩＴ標’１１Ⅲ｢)似協+[]ぃWZ食11川Ｍ１識今身韻側

朧リド 乾雅lＷ 111標i:ILM1J股[肋酪腱ヘルパー利１１１瓠合役1１

ＬＬ外朧rIi 川辺俊一‐ 結lin対簸協議会姿Ｌ１



と
ル
ー
キ

担
い
手でかの報通の呰成まド期ま刀ＩＤ「ｌ基く体津て支すを対．

訪鵬蝕離＋促瀦潮懸ii(ii＃二J､灘阜・臘袰且

熱澤灘灘蝶雛輸鱈
お〃て刺だまは－に広に，お定し修れてな瀧様取手礼理、
,,|はMiきす、玄て報参ジいして生、％鯛Ｊ職｜U雌ｉｉｉ
ま／、脇まこ下援研誌力１１１ててｌのルだら、Ａ余協上ご議
す年Ｊ議すと記基修・致ラはお人海ＩきＩ隔各Ｌ|」と識げ協会
。－Ａ会・をの金報平しンｌり２０タトキ、広トル際し会ま力に

創
出
協
議
会
支
援
基
金
残
高
の
報
告

キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
第
３
期
生
の
募
集

平成１６度担い手創出協議会支援墓余の収支状況 農
業
は
未
来
永
劫
続
い
て
い

平成１６年度
期首残iｌＷ

平成１６年度
期末残高

受入額受人内訳 収IDI額J1X肋｜ノリ訳

350,033協議会より２００，０００ 1,600,000海外研修助成８，７２５，０８６ 7．４７５，１１９ 

法人､個人より１５００００ 8人×２０００００｢ヘ

利思 3月

中標津町農協酪農対策協議会

平成１７年度役員一覧(Hl7621）

地区所属|役職｜氏名｜酪
をの入りを（こり要後く
報支・まお基崩と縦も
侍援Ⅲす願金しな春の
しが人゜いの基りをで
、ごよ平し確余ま青あ
皆ざり成て係とす成り
様い新１６いにながす、
にまた年<対る、るこ
おしに度必すた難これ
かた１５は要るめ金とに
れこ万、が支、がが伴
まと｜Ⅱ法あ援常収必い

６
月
脂
Ⅱ
に
行
わ
れ
た
第
２
何
農
協
酪
対
役
貝
会
で
役
幽
の
選
任
、
小
委
比
企
の
選
任
が
あ
り
新
体
制

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

対 職役

｜組合長

｜副組合長
農協理！〈|生産委只長

｜理事
監瀬

高橋

)縢井

１１１林

小Ⅱ｝

土井上

|リナ義

美智夫

忠雄

治信

Wｌｙｊ 

会

腱
’
瞳

剛

〈二

支部膣

''１;標津副支部長

会計

ilT 

IE 

佐

灘信義

城ＴＩ

藤恢一

環境委只会

乳質lhl上委、会

消YY拡大霧ｕ会陸
一
副
蚕

幌当

部長

支部良

計

ｉＩｉ 

飯

竹

ﾛ｜正行

臓浩

村聡

環境委旦会

乳質1hl｣二委旦会

iiliZf肱大委、会

本
年
度
に
お
い
て
、
ル
ー
キ

ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
第
３
期
生
を
募

架
い
た
し
ま
す
。
将
来
の
中
標

津
町
農
業
の
発
展
に
ま
す
ま
す

薗
献
す
べ
く
後
継
者
な
ど
に
研

修
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ル
ー

し
て
も
何
か
の
折
に
担
い
手
創

出
協
議
会
支
援
基
金
に
対
す
る

〆工、 ル
ー
キ
ー
ズ
３
期
生
秋
開
校
に
向
け
て
募
集
開
始

｜支部長

俵Wiillill支部長
｜副支部瞳

本多健

亦波江力

下川原政’1J

乳質向上委貝会

摘斐拡大委旦会

環境委貝会

乳質ＩｒＩ｣二委旦会

消蛮拡人菱旦会

環境委しｉ会

環境姿Ｌ１会

乳質向上姿11会

消批拡大委旦会

乳Zr向上委LL会

消蛮拡人委旦会

環境委貝会

乳興向上姿11会

環境委旦会

消蛮拡人委旦会

ｻﾞ噸向上･環臆委旦会

消班拡大委旦会

消愛拡大委旦会

乳Hlm上･環境霧ｕ会

“鰈
児玉光一

中條勇一

佐藤尚

丼上芳行

亦#１１将に

汗藤和広

11【部洋一

小１１１戊

渡辺一入

職１m光彰

萩原秀雄

保科隆

職凡健

｢'1本信華

支

開陽ｌｊｌｌ

ＭＩ 

支

俣蒲Ａｉｌｌ
ｈｉｌｌ 

丈

第２俣落剛
会

ｉｉｉ#':iwl： 

部一鋤｜鋤一部一銚一鍬一部一錦

長
長
一
厘
一
厘
長
長
一
長
一
躍
計
一
長
艮

開陽

キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
で
徴
農
の
〃

を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ

ジ
入
校
の
申
し
込
み
、
問
い
合

わ
せ
は
小
務
局
の
経
営
相
談
課

ま
で
（
ず
７
２
１
２
９
０
３
｝

ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
。

俣落

第２俣落

部

変性灘鮴蜂片
長｜井 、五子

岡なみ「

J【ＡｊＶＡｋ／19脛〃Ｂ万719〃列

平成１６年度
期首残i(『 受入額 受入ｌノリ訳 収IDI額 収肋１ﾉﾘ訳

平成16年度
ﾘﾘ1末残高

８，７２５，０８６ 350,033二協議会より200,000

法人､個人より１５０，０００

;利忠３３

1,600,000海外研修助成

８人×２００，０００

7．４７５，１１９ 



女性関連のページ

北
児
刀
面
へ
向
け
て
出
発
。
今
年
は

例
年
よ
り
も
移
動
時
間
が
長
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
の
、
バ
ス
の
巾
で
は
皆
さ

ん
会
話
も
弾
み
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る

様
子
が
伺
え
ま
し
た
。

研
修
先
の
北
児
フ
ラ
ワ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
は
、
と
て
も
広
い
敷
地
な
の
で
、
バ
ス

で
移
動
し
見
学
し
ま
し
た
。
計
阿
州
初

は
、
た
く
さ
ん
咲
い
た
ツ
ッ
ジ
を
見
る

予
定
で
し
た
が
、
す
で
に
咲
き
終
わ
っ
て

お
り
、
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ｅ
月
３
日
～
４
日
の
２
日
間
で
、
女
性
部
青
葉
会
の
宿
泊
研
修
旅
行
が
川
人
の
参
加
に
よ
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

女性部青葉会

宿泊研修旅行

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
汗
を
か
い
た
後
は

温
泉
に
浸
か
っ
て
う
る
つ
る
お
肌
」

にくさﾊﾉの花ホに回まれ自然に笑顔に慮り憲曹

ゆ
温
泉
一
に
寄
り
、
大
き
な
大
き
な
ハ
ト

時
計
や
木
工
製
品
の
展
示
を
見
ま
し
た
く

い
よ
い
よ
術
納
先
屯
脱
別
つ
る
つ
る
温
泉
坤

に
到
満
。
娯
楽
施
設
と
し
て
備
わ
っ
て
い

る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
早
速
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
。
心
地
よ
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

夕
食
交
流
会
で
は
、
美
味
し
い
料
理

を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
、
た
く
さ
ん
笑
い

ま
し
た
。
つ
る
つ
る
温
泉
は
、
入
っ
て
み

る
と
本
当
に
お
肌
が
つ
る
つ
る
。
計
川

し
た
行
程
を
終
え
て
、
参
加
背
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。 侭＝則

本当に大きな鳩蒔計でした

し
か
し
、
満
開

の
芝
桜
や
ユ
キ

ヤ
ナ
ギ
・
モ
ク

レ
ン
な
ど
の
美

し
い
花
木
を
見

る
こ
と
で
満
足

す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

道
中
、
温
根

湯
に
あ
る
「
道

の
駅
・
お
ん
ね

女性部
ﾌﾚｯｼｭミス
日帰り研修旅行

ｌ
つ
め
の
研
修
先
は
、
浜
中
川
の
牧

場
の
オ
ー
ナ
ー
が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ

ン
『
フ
ァ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
ズ
』
。
こ
こ
で
昼

食
も
と
り
ま
し
た
。
特
製
ベ
ー
コ
ン
オ
ム

ラ
イ
ス
や
ピ
ザ
な
ど
色
々
な
料
理
を
食

べ
た
後
、
明
郷
の
伊
藤
牧
場
に
あ
る
、
宅

鰹
喫
茶
「
○
『
、
い
畠
〒
三
一
一
を
見
学
し
ま

し
た
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
部
、

間
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
研

今
年
は
、
東
藻
琴
村
の
芝
桜
公
園
へ

行
き
ま
し
た
。
天
候
と
開
佗
状
況
が
心

配
で
し
た
が
、
州
ｎ
は
天
気
も
良
く
、
平

年
よ
り
も
開
花
時
期
が
遅
れ
気
味
で
ち

ょ
う
ど
満
開
で
し
た
。
昼
食
後
に
、
公
圃

内
を
ｎ
曲
に
散
策
し
、
短
い
時
間
で
し

た
が
繁
忙
期
前
の
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
楽
し
く
、
部
典
間
交
流
を
し
て
過

ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
。

戸女性部

日帰り研修旅行

満
開
！
東
藻
琴
の
芝
桜
に
感
激
し
、

英
気
蓬
養
う

フ
ァ
ー
ム
レ
ス
ト
ラ
ン
や
宅
農
喫
茶
葱
見
学

６
月
旧
日
、
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
日
帰
り
研
修
旅
行
が
参
加

者
６
人
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
ｇ
曰
、
女
性
部
の
日
帰
り
研
修
旅
行
が
頭
人
の
参
加
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 へ

修
に
な
り
ま
し
た
幻

満開の芝桜をバックに記念三頁

レインポーソフトクリームおいしかったです’

Ｆｉ，ﾉＦｌｊＷｌＫＡＳＪ】IＢＥ７ＳＵ



驫鋼Mｗ

帥
数
人
の
参
加
者
が
集
ま
っ
た
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
で
は
、
ｕ
の
レ
ー
ン
に
分
か

れ
、
隣
り
合
う
２
つ
の
レ
ー
ン
を
１
つ
の

チ
ー
ム
と
し
て
平
均
点
を
競
っ
た
団
体

戦
と
、
２
ゲ
ー
ム
合
計
ス
コ
ア
を
競
う

個
人
戦
で
勝
負
し
ま
し
た
（
女
子
に
は

ｌ
ゲ
ー
ム
当
た
り
鋤
ピ
ン
の
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
あ
り
）
。
団
体
戦
で
は
、
ｇ
レ
ー

ン
と
Ⅲ
レ
ー
ン
で
参
加
し
た
背
年
部
比

Ⅱ
商
橋
春
樹
、
国
兄
隆
一
松
本
日
志
、

川
本
大
、
鈴
木
祥
嗣
、
職
貝
Ⅱ
肯
川
「

原
内
裕
子
、
脇
田
麻
衣
子
（
敬
称
略
｝
が

１
ゲ
ー
ム
平
均
１
２
９
ピ
ン
で
優
勝
。
個

人
戦
炎
彰
で
は
、
ド
表
の
通
り
の
成
紘

と
な
り
ま
し
た
。
２
年
述
統
で
開
催
さ

れ
、
恒
例
行
事
と
な
り
つ
つ
あ
る
ボ
ウ

リ
ン
グ
交
流
会
で
す
が
、
多
忙
な
職
貝

の
方
々
が
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
川
愈
さ
れ
た

２
次
会
の
席
で
は
、
歌
声
を
披
露
し
て

く
れ
た
芸
達
脊
の
方
た
ち
に
も
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
席
で

も
、
部
員
の
中
に
は
テ
レ
隆
さ
ん
が
多

く
て
、
積
極
的
に
話
を
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
な
い
場
面
を
見
て
や
き
も
き
す

６
月
４
日
、
青
年
部
員
と
農
協
職
員
と
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会
が
町
内
の
ウ
コ

ウ
ボ
ウ
ル
で
開
か
れ
、
青
年
部
員
約
㈹
人
、
農
協
職
員
約
、
人
に
よ
る
大
人
数
で

の
親
睦
と
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
で

輪
を
広
げ
る
青
年
部
員
と
農
協
職
員
と
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
交
流
会

ろ
の
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流

す
る
こ
と
で
、
自
分
を
高
め
る
機
会
を

今
後
も
青
年
部
で
企
伽
し
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
今
後
と
も
侍
様
の
ご
脇
〃

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

毫
霊
Ⅲ

｣A中標津青年部交流会ボウリング大会１０位まで入賞者

1日
順位選手名総得点１Ｇ２Ｇ

１嘗雌正大３３０１６４１６６

２佐々木大''１１(俵橘）３２５１４６１７９

総得点
３３０ 

HDCＰ １Ｇ ２Ｇ 

1６４ 1６６ 【0

0 

岡橋容樹(開1場）
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５佐藤雅之２９６１６６］３Ｃ
ＢＬｉ｣本信幸(lﾙl腸）２９３１０１］９２

０ 

Ｕ 

６ 

横川かなえ

大/ITX皇記伎
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Ｓ ﾛ 
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Ｄ
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ｃ
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ｎ

第
帥
風
記
念
の
武
佐
岳
山
開
き

新
入
部
員
の
歓
迎
会
を
開
く
青
年
部
鬮
陽
支
部
短
信

凶
児
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
い
く
と
、

学
生
時
代
に
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
た

と
い
う
の
で
、
青
年
部
の
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

大
会
な
ど
で
活
躍
し
て
く
れ
そ
う
で
今

後
と
も
楽
し
み
で
す
。

●
寄
稿
Ⅱ
開
陽
支
部

※
上
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
も
参
加
し

た
国
見
隆
一
く
ん
は
、
７
月
か
ら
青
年

部
の
本
部
に
も
入
部
し
ま
し
た
の
で

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
記
念
す
べ
き
第
印
川
の
年
で

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
朝
方
に
降
っ
た
雨

の
影
響
で
前
年
の
ｌ
／
６
、
別
人
ほ
ど
の

登
山
客
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

私
た
ち
武
佐
閏
年
部
は
、
例
年
辺
り

登
山
川
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
が
、
お
客
さ
ん
は
、
ま
ば

ら
で
、
自
分
た
ち
の
食
べ
る
肉
を
売
っ
て

い
た
よ
う
な
、
山
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

登
山
客
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
安
全
に
気

を
つ
け
て
、
驚
山
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

青
年
部
開
陽
支
部
に
入
部
す
る
こ
と
に
な
っ
た
国
見
隆
一
さ
ん
を
歓
迎
し
よ
う
と
、
５
月

旧
曰
、
開
陽
地
区
で
新
入
部
員
歓
迎
会
を
町
内
の
居
酒
屋
『
は
し
蔵
』
さ
ん
で
開
き
ま
し
た
。

恒
例
、
『
武
佐
岳
山
開
き
』
が
６
月
旭
日
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

F弓や■

青
年
部
武
佐
支
部
短
信

"１八ＷｐｌＳＨＩＢＥ７ＦＵＦ；

||旧位 選手名 総得点 １Ｇ つ信 ＨＤＣＰ 

漕１m正夫 ３３０ 1６４ １ＲＲ ０ 

２ 佐々木大llili(俵橘） ３２５ 1４６ 1７９ ０ 

３ 岡橘容樹(1刑腸） ３１６ 1６７ 1４９ ０ 

ZIE[１１］I淵iI(､'１１幌〉 ３１２ 1４１ ]７１ ０ 

佐藤雅之 ２９６ 1６６ 1３０ ０ 

【|｣本信幸(1汁1陽） ２９３ 1０１ ]９２ ０ 

微111かなえ ２３２ 1５３ 7９ ６０ 

大竹美紀技 ２３１ ８７ ル121 ６０ 

111kＬ朧.(1)}I腸） ２８８ 1３２ 1５６ ０ 

岡橘’1罫Ⅱ(俣落） ２８４ 1４４ Ｍ(） ０ 



_曇
左～

武佐支部

しのなかつとむ

篠;j､<《務さん
－－ 

－ 

－ 

￣ 

消
費１
Ｊ
 

仏

雲(塗L_豆jiifi三三三務
さ
ん
は
中
標
津
尚
校
普
通
科

を
卒
業
後
、
八
紘
学
園
に
進
み
、

東
藻
琴
村
の
佐
藤
農
場
で
１
年
。

そ
し
て
海
外
ハ
ワ
イ
マ
ウ
イ
崎

で
１
年
と
計
２
年
間
の
実
習
を

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
根
室
管
内
で
も
珍
し
い
畑
作
専
業
農

家
の
後
継
者
、
青
年
部
武
佐
支
部
の
篠
永
務
さ
ん
で
す
。

yHiL1 に
農
業
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

に.可

ｺﾞ||ビ 跡 艦

ill腱
ロ`UnH鑓lnB4L扉

､爾豐憲嘗

脇
し
、
６
年
前
に
中
標
津
に
灰
り

家
の
仕
雫
を
し
な
が
ら
も
、
ニ
ュ

ー
リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
す
る

な
ど
勉
強
家
の
務
さ
ん
。

昨
年
か
ら
農
協
廿
年
部
に
入

'《

部
し
た
の
で
す
が
、

周
り
が
酪
農
家
ば
か

遅
き
り
の
た
め
「
参
加
し

狐岬疵読抽砒小鉢崎
ヤ
参
加
で
き
な
い
時
も

チ
あ
る
」
と
残
念
そ
う

の
に
一
一
回
っ
て
い
ま
し
た
。

１
趣
味
は
映
脚
鑑
唾

Ｕ
Ｖ
で
、
仕
幾
の
合

城
川
鵬
』
蕊

ふ
そ
う
で
す
．
そ

こ
ん
な
務
さ
ん
に

的
将
来
の
夢
は
？

極
っ
鮒
川
驚

積
近
い
形
で
農
業

を
や
る
こ
と
で

す
」

例
え
ば
ど
ん
な
こ
と
？

と
聞
く
と
「
あ
り
す
ぎ

て
簡
単
に
は
言
え
な
い
」

と
や
り
た
い
事
、
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
思
う

獅
が
た
く
さ
ん
あ
る
様
子

で
し
た
。

今
現
任
で
も
、
春
に
は

小
学
生
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
戦

`￣ｈ 

塔
の
指
導
を
行
っ
た
り
、
秋
の

収
穫
時
期
に
な
る
と
修
学
旅
行

眼
や
親
子
芋
掘
り
体
験
を
一
堂
け

入
れ
る
な
ど
の
体
験
の
場
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
消
蛮
背
と
磁
極

的
に
ふ
れ
あ
い
、
新
た
な
考
え

や
行
動
の
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
巾

標
津
川
腿
協
の
畑
作
農
家
を
盛

り
上
げ
て
い
っ
て
も
ら
え
る
後

継
者
で
す
。
沢
川
の
夢
に
向
か

い
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

▼
取
材
Ⅱ
行
年
部
武
隊
支
部

フルｌＮＡＫハＳﾉﾉﾉＢＢ７ＦＵ



特 集

晴
天
に
恵
ま
れ
３
年
ぶ
り
の

屋
外
審
査
場
で
の
開
催
と
な
り
、

共
進
会
酪
農
畜
産
業
に
対
す
る

親
し
み
・
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
為
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
同

時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、

丸
山
小
学
校
３
年
生
の
生
徒
、

第
詣
回
中
標
津
町
農
協
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
山
本
大
さ
ん
所
有

エ
ラ
コ
ム
番
ヱ
ー
バ
リ
ア
ン
ト
号

顛
鑿
町
濤
総
含
鍵
進
会

鈩
二
・
］
外
・
ソ
燭

，
鰍
，
，
》
蕊

顛

轤

ノ

Ｉ
 

人
を
招
待
し
、
搾
乳
・
哺
育
・
乗

馬
・
地
産
地
消
（
和
牛
肉
・
ジ
ャ

ガ
イ
モ
・
中
標
津
牛
乳
で
作
っ

た
プ
リ
ン
）
を
行
い
、
参
加
し
た

生
徒
達
は
、
じ
か
に
牛
に
触
れ

全
て
が
新
鮮
で
充
実
し
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

祖会長とがっちり源手する山本大さん､バリアント屋

FPR 

I最高位･準最高I働

賞 名 生年月日 出品者
|｣1本火

号

1-[１２．１０．１６ ＧＣｴﾗｺﾑｽﾀｰハリアントｌｌ－Ｉｌ２.］0.ｌ６１１ｌ１ｚＦ

ＯＲＣﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞｱｽﾘｰﾀﾞｰｸﾘﾝｽｌＨＭ６２５１福'11ル

ＧＣ 鄙
一
大
一
征
融
幽
剛
剛
幽
聡

''１本太
一

弾正原正

６
月
Ｍ
日
脚
ホ
ク
レ
ン
根
室
地
区
家
畜
市
場
に
て
平
成
何
年
度
中
標

津
町
農
協
総
合
共
進
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

Ｈ１２．１０．１６ ｃｃエラコムスターﾊﾟﾘｱﾝﾄ

l=IＩ３５３Ｃ ＣＲＣウイ万リア姉.ナリアローカﾏン

出
陳
頭
数
は
認
頭
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
デ
ー
リ
ィ
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
嵩
ん
だ
優
秀
な
乳
牛

が
集
ま
り
、
中
標
津
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
の
質
の
高
さ
を
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し
た
。

審
査
員
に
は
、
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス

北
海
道
近
東
事
業
所
千
葉

義
博
氏
が
あ
た
り
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
か
つ
的
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
デ

櫛鴫IＭＣﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞｱｽﾘｰﾀﾞｰｸﾘﾝｽｌＨ1４．６．２５ 

桶嶋信博
一

久保剛

1ＭＲＣﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞダーハムホ･ﾘﾘﾝｌＨ１４２．１７

jＣエクｗノアＢウツドエコーＨｌａ９２４１久iMt

JRCｴｸﾋﾙｼｱＩＴｴﾐﾘｰＨｌ５ｊＯｌＯ｜久保
牧場牛群審査へ｡ｽﾄｽﾘｰﾌｲﾒｲﾙ編鴫信ｉ
ＢＵＣﾜｲｽ･ﾋﾞﾚｯｼﾞﾌ・ﾘﾝｾｽｼﾝﾀﾞｰ｜Ｈ１３９．６１竹村

鱒

(各部１等賞入賞牛Ｉ

部 隈吊者

帯
ロ

名号

久保mU

iLlilu；存MＨ

ＩｴｸﾋﾙｼｱＢｳｯﾄﾞエコー IＣ 

ｌﾌﾗｰﾘｯｼｭローマンパンビ

佐々木ＩｉＭｉｉ２ﾘﾊﾞｰｹｲﾌＭｒ－ﾊﾑﾐﾙｷｰｳｴイ １
リ
ィ
・
プ
リ
ン
セ
ス
に
は
梅

垣
未
希
子
（
管
理
池
算
課
）
・
大

友
具
希
｛
金
融
課
〉
が
あ
た
り
シ

ョ
ウ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
結
果
グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
川
本
大

さ
ん
出
陳
の
エ
ラ
コ
ム
ス
タ

ー
バ
リ
ア
ン
ト
号
が
。
グ
ラ

ン
ド
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
編
鵬
信
博
さ
ん
出
陳
の
ハ

ッ
ピ
ー
ラ
ン
ド
ア
ス
リ
ー
ダ

'二、

２汗ｽｲｰｽﾄｴｱﾛﾌﾗﾜｰﾋｰﾛｰ佐々木１M{nlli

３ﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞｴﾙﾋﾟﾅﾀﾞｲｵﾝｱﾊﾟｯﾁifIill側僑lWi

川上英Hll

久保剛ＪＲＣ

３ルットラ:、デラ

４ｴｸｾﾙｼｱＩＴエミリー

IlIIll将４ｾﾝﾀｰリバーハ゛－クレインｼーロイ

５ｱｰｽｲｰｽﾄﾃﾝﾌﾟﾚｽﾄﾃﾗｿﾝﾗｲﾝﾌﾀｺﾞ佐々木IIWuIIi

５ｾﾝﾀｰﾘﾊﾞｰﾋﾝへ｡ルスクーメモリーＥＴｌｌリ|’将

６ﾁｴﾘｰﾋﾙﾚピンルドルフハ゜ﾝｼ・－樫ﾉ|：幸一
６ｱｰｽｲｰｽﾄﾃﾗｿﾝﾈｯﾄﾞ｛&冒々水昭雌

WiilMl 

笠井

W1il1Um 

久保

|説リ

ー路

偏ｉＷ

ｌＭ１１ 

将

聡

大

「1皇

ｌＭＣ･ＧＲ〔７ﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞｱｽＷｒ－クリンヌ

７ｹｲﾂｰﾘﾝﾃ②イ、イグナイター

８１ﾊﾂﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞダーハムホ・ﾘﾘﾝ |ＭＲＣ 

８１ｴｸｾﾙｼｱﾚｯｸﾚｽﾍﾚﾝ 

９ｾﾝﾀ(－ﾘﾊﾞｰパークl/ｲﾝｼｰｧﾝｺ罠ﾉレ「|'川

９ﾜｲｽﾞﾋﾙｯｼﾞﾌ・ルヒスシンダー竹村

{ｏエラコムスターﾊﾟﾘｱﾝﾄ’１１本

lOlｳｲｽﾃﾘｱ端･ﾅﾘｱﾛｰｶ゜ンリiii正原

即、｜帥
Ｃ
ｌ
ｍ
ｌ
ｃ
 

ＩＵＭ：幸一

佐々木l1H雄

１１ﾁｴﾘｰﾋﾙレスJIT･う゜ﾛグレス

11ﾌｴｽｲｰｽﾄｼｮｰﾏｰﾐﾚﾆ刀，

」２１編'11m信博牧場

ｌ２Ｍ２ｌ丼幸一牧場

副ＴＦ

開会の挨拶､西潔町長にも挨拶いただきました

､ﾊﾞﾊﾉVﾑＭＣＡＳＨﾉBE7X9〃ロ

特

賞 名号 生生曰ロ H-1ﾆｭｰ醤

ｃｃ ｴﾗｺﾑｽﾀｰハリアント １－[１２．１０．１６ |:1本太

ＯＲＣ ﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞｱｽﾘｰﾀﾞｰｸﾘﾝｽ ＨＭ､６２５ 福'11ル信博

ｃｃ ｴﾗｺﾑｽ舟一ハ・ﾘｱﾝ｝ Ｈ１２．１０．１６ lii本火

ＣＲＣ ｳｲｽﾃﾘｱ猯ツリアローガン I{１３．５．３０ 弾正原正

IＭＣ ﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞｱｽﾘｰﾀﾞｰｸﾘﾝｽ }{１４．６．２５ 福|嶋信樽

lＭＲＣ ﾊｯﾋﾟ･-ﾗﾝﾄﾞダーハムホ･ﾘﾘﾝ Ｈ１４２．１７ 福|[|ルⅦ信博

JＣ ｴｸｾﾞﾚｼｱＢウッドエコー I｛1６．９．２４ 久保｜､Ｉ

jＲＣ ｴｸｾﾚｼｱｒｒエミlﾉー }{１５．１０．１０ 久保剛

牧場牛群審査へ｡ｽﾄｽﾘｰﾌｨﾒｲﾙ編鴫信博牧場

BUCﾜｲｽﾞﾋﾟﾚﾂｼﾞﾌ・ﾘﾝｾｽｼﾝﾀ鰺－｜ｌ{２３９．６竹村聡

部 名号 出品者 賞

ｴｸﾋﾙｼｱＢｳﾂﾄ゜エコー 久保剛 ｊＣ 

1 ﾌﾗｰﾘｯｼｭローマンハ゛ﾝビ 編I嶋寿顕

２ ﾘﾊ゛－ｹｲﾌﾟＭｒ－ﾊﾑﾐﾙｷｰｳｴイ 佐々木ＩＭｉｉ

２ ﾌﾓｽｲｰｽﾄｴｱﾛﾌﾗﾜｰﾋｰﾛｰ |/h皇々木１Ｍ{雄

３ ﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞｴﾙﾋﾟﾅﾀﾞｲｵﾝｱﾊﾟﾂﾁ 柵||側僑Wii
３ ルットラモンテ奪う 川上英lU1

４ ｴｸｾﾙｼｱＩＴエミリー 久保剛 JＲＣ 

４ ｾﾝﾀｰリバーハ゛－クレインｼーロイ ''1川将

５ ｱｰｽｲｰｽﾄﾃﾝﾌﾟﾚｽﾄﾃﾗｿﾝﾗｲﾝﾌﾀｺﾞ 佐々木IIW雌
５ ｾﾝﾀｰﾘﾊﾞｰﾋﾝへ｡ルスクーメモリーＥＴ ｢|リ|’将

６ ﾁｴﾘｰﾋﾙﾚビンルドルフハ･ﾝｼﾞー 櫻井幸一

６ ｱｰｽｲｰｽﾄﾃﾗｿﾝﾈﾂﾄﾞ 佐々木W{雄

／ ﾊｯﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞｱｽＷｒ－クリンス 編１１１ル偏１１リ ＩＭＣ･ＧＲ(〕

／ ｹｲﾂｰﾘﾝﾃマイＩ）イグナイター 笠ｿ'二~蹄

８ ﾊﾂﾋﾟｰﾗﾝﾄﾞダーハムホ・ﾘﾘﾝ W1il1lm信iＷ lＭＲＣ 

８ ｴｸｾﾙｼｱﾚｯｸﾚｽﾍﾚﾝ 久保’'’１

９ ｾﾝﾀ(－ﾘﾊﾞｰﾊﾃｰｸlﾉｲﾝｼｰｱﾝ｡罠ﾉレ ｢|'川将

９ ﾜｲｽﾞﾋﾙｯｼﾞう゜リン6ﾋスシンダーー 竹村聡 ＢＵＣ 

1０ ｴﾗｺﾑｽｸｰﾊﾟﾘｱﾝﾄ '11本太 ｃｃ･Ｓｃ 

1０ ｳｲｽﾃﾘｱ端.ﾅﾘｱﾛｰｶﾞﾝ Jiii正原lIミ SＲＣ 

1１ ﾁｪﾘｰﾋﾙﾚｽｵ１.フ･ログﾚス 襖J|：幸一

11 汗ｽｲｰｽ}､ｼｮｰﾏｰﾐﾚﾆﾇﾑ 佐々木'1({雄

1２ 綱'11ル信1W[牧場 ＢＴＩ７ 

1２ 櫻井幸一牧場



中標津町農協総合共進会
１
ク
リ
ン
ス
畷
が
選
ば
れ
、

ベ
ス
ト
ア
ダ
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
竹
村
聡
さ
ん
出
陳
の
ワ
イ

ズ
ビ
レ
ッ
ジ
プ
リ
ン
セ
ス

シ
ン
ダ
１
号
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
誉

に
純
き
ま
し
た
。

今
年
度
、
始
め
て
の
試
み
と

な
っ
た
ベ
ス
ト
ス
リ
ー
フ
ィ
メ

イ
ル
（
経
産
ｌ
蚊
以
上
３
頭
－

組
の
牧
場
牛
群
群
査
一
の
部
で
は
、

隔
雌
信
博
牧
場
が
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。LL擬`Ⅲ 鑑

≦ 

Ｍｌ３５目'１１１Ｍ１町届１６ホルスタイン盤M1会
～r凶一 ■ 

■｡ 

鱸 蕊
霞h鷺1戸里

卿1.虹件仁

望(！
F邪

Ｌ 与
甲
Ｐ
い
『
氏

=Ｔ 

ＥＬ 漣

Ｉ
 

Ｉ
 

紺'＠

niiiiiiliiilliiiill1iliml1liillUIUiiiliiliIliij 
》】
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Ⅱ■ ｡ 

二三Z国夢一

}露A49r:,。セ戎P 

襲藝藝簿=蘆章=童蓬鬘載菫室 ￣ 

ペストスリーフィメイルの雷青風景

｡｡□。｡｡｡Ｏ⑥００⑨０｡①①⑥⑰｡⑨⑥⑦｡□｡｡｡Ｏ⑥ｃｃ■ＯＯＣＯ｡。。｡□⑤ＣＯＯｃｏｏ｡⑥⑤｡Ｏ⑥ｅロＯＯｃ

第
肥
、
の
種
馬
共
進
会
は
、

、
川
人
輔
氏
｛
根
室
生
藤
農
業

協
同
組
合
連
合
会
｝
の
需
査
に

よ
り
一
般
馬
か
ら
北
海
道
和
種
、

ポ
ニ
ー
な
ど
合
計
塑
蚊
の
中
で
、

勉
川
英
一
氏
の
『
恋
』
が
岐
尚
位

堕
に
輝
き
ま
し
た
。

第
佑
回
種
馬
共
進
会

亀
田
英
二
さ
ん
所
有

『
恵
」
が
最
高
位
賞

逢’

蕊
ムド
Ｐ 鍵

巴
』

Ｂ
ｒ
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日噸の改良の成果が実る
「■

富７回黒毛和雇共進会
Ⅱ 

Ｉ 『
ｊ

－
－
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第
７
Ｍ
を
迎
え
た
黒
毛
利
繩

共
進
会
（
中
標
津
町
和
牛
振
興

会
｝
で
は
、
泌
蚊
が
川
船
さ
れ
、

松
本
啓
氏
（
北
限
室
地
区
農
業

改
良
瞥
及
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る

軽
快
か
つ
わ
か
り
や
す
い
品
評

に
よ
り
第
一
部
｛
雄
）
は
舟
川
爪

義
氏
川
品
の
「
勝
忠
利
」
、
第
一

部
〈
雌
｝
川
崎
隆
氏
の
「
第
２
き

た
ひ
め
」
。
第
三
部
｛
雌
｝
麻
郷
地

忠
勝
氏
の
「
か
っ
こ
５
」
が
輝
き

ま
し
た
。

詮
､ｒ■ 

第
７
回
黒
毛
和
種
共
進
会

！ 

蝋
動

uｑ 

型
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中標濯町農協総合共進会
特 集

丸
川
小
学
校
の
３
年
生
斑
人

を
農
協
総
合
共
進
会
へ
招
待
す

る
に
淵
た
り
、
ｊ
Ａ
中
標
津
の

家
畜
改
良
課
か
ら
鷲
見
純
・
佐

丸
山
小
学
校
の
３
年
生
弱
人
が
農
協
総
合
共
進
会
へ

3学年児童より『ありがとう』の気持ちを込めた

文集が届いておりますので1部ご紹介いたします。

Ｌ１５ムなことを見せ７［’たﾌﾞﾆ･ｊｃ
密リが､Ｚうゴゼ､.Ｌｊました壷

牛のちぢし(雲り強きせ了そい丁崩lﾉ
ｺﾞｳいましだ。鳥にのせマモゲ､た
牛のミルワあけ､きさせてモム・・て
為Iﾉか=Ｙぅゴョ･I'よＬた．
お飼宮ご`､；そう【二冠り

ぼ人ｴﾗに‘,Uか.とラゴざ`し'垂Ｌ

藤
太
が
先
生
と
な
り
、
牛
と
酪

農
の
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

質
問
．
Ｉ
ナ
ー
で
は
、
牛
っ
て

経
る
の
？
牛
の
う
ん
こ
は
１鰯

丸山小３年２組阿部春蚕さん.
■ 

■ 

「

几
■

△あつ＿いっぱいでたぉ

Ⅱ
ど
れ
く
ら
い
？
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
疑
問
が
だ
さ
れ
ま
し

た
。

丸山小３年１組こしさかしほりさん

＃ 

ムジャッジングってムズカシイナー

ｈ 

一己

や
馬
巾
に
よ
る
乗
馬
と
而
標
雨
あ
り
ま
し
た
。

て
の
肺
評
会
体
験
や
Ⅲ
乳
ピ
ン
ら
も
っ
た
い
な
い
こ
と
す
る
な
ぁ
‐

雁
体
験
に
訪
れ
た
児
童
は
初
め
堆
か
ら
「
商
い
牛
肉
な
ん
だ
か

に
よ
る
ｒ
牛
へ
の
叩
乳
、
引
き
馬
と
性
慾
さ
れ
た
り
と
い
う
一
雑

共
進
会
に
訪
れ
た
児
竜
の
斎
と
し
て
し
ま
っ
た
児
敢
が
、
先

iii;;illilllii1 鍵△どう？馬をひいたよ

‐ 

夢;夢iilﾁﾞ麺
▲いっぱい ミルクを飲んでね～

「
１
現
場
の
曰

Ⅲ
標
津
ビ
ー
フ
を
う
っ
か
り
藩

れ
た
ん
だ
か
ら
飲
め
ぇ
！
」
っ
て

た
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
り
、

お
友
だ
ち
が
農
協
に
気
を
便
っ

津
ビ
１
フ
』
、
『
中
標
津
牛
乳
』
で

製
造
さ
れ
た
プ
リ
ン
に
よ
る
も

て
な
し
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で
Ｈ
を

輝
か
せ
て
ま
し
た
。

し
た
が
、
「
せ
っ
か
く
出
し
て
く

牛
乳
か
飲
め
な
い
了
も
い
ま

ムハイハーイ､と次々に質問が！（6/B丸山小洋校）［ ｣ 
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はやくも原付バイクデビュー
中浦綾乃ちゃん
なかつらあやのちやん
２００３年１１月２１日生
中浦健一･弘子さん夫婦の長女として
生まれる

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
ご
機
嫌
な
綾
乃
ち
ゃ
ん
。

ぐ
ず
つ
た
り
、
泣
い
た
り
す
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
よ
う
で
す
。
収
材
当
日
、
岐
初
は
少

し
人
見
知
り
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

す
ぐ
に
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

外
で
遊
ぶ
蝋
が
大
好
き
な
綾
乃
ち
ゃ
ん

は
二
人
で
靴
を
履
き
外
へ
川
て
行
く
そ
う

で
す
。
雨
の
Ⅲ
で
も
外
で
遊
ぶ
ほ
ど
、
と
に

日
に
日
に
暑
さ
が
増
し
て
き
て
い
る
今
日
こ
の
頃
、
今
月
の
「
わ
が
家
の
人

気
者
」
は
、
第
２
俣
落
地
区
、
中
浦
健
一
さ
ん
宅
の
長
女
・
綾
乃
ち
ゃ
ん
で
す
。

匹刃

か
く
お
外
が
大
好
き
！
さ
ら
に
、
犬
、
猫
、

牛
に
限
ら
ず
動
物
が
大
好
き
で
、
取
材
Ｗ

ｎ
も
仲
良
し
の
猫
ち
ゃ
ん
と
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
外
で
も
お
う
ち
の
巾
で
も
二
人
で

楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

妓
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
『
す
る
」
こ

と
に
興
味
の
あ
る
時
期
の
よ
う
で
、
配
合
飼

料
を
入
れ
た
小
さ
な
バ
ケ
ツ
と
ス
コ
ッ
プ
を

持
ち
牛
舎
へ
行
き
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

伊田、
戸
己
】
■
ケ
、
【
●

の
真
似
を
し
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
に
よ
る
と
、
お
父
さ
ん
は

絞
乃
ち
ゃ
ん
が
何
を
し
て
も
怒
ら
な
い

そ
う
で
す
。
お
父
さ
ん
に
と
っ
て
綾
乃

ち
ゃ
ん
は
、
川
に
入
れ
て
も
捕
く
な
い

と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う
か
列

今
年
の
春
、
埒
解
け
後
に
、
お
父
さ

ん
が
逆
転
す
る
原
付
バ
イ
ク
に
乗
っ
て

走
っ
て
み
た
そ
う
で
、
「
綾
肋
は
、
原
付

バ
イ
ク
デ
ビ
ュ
ー
を
し
た
」
と
笑
顔
で

お
父
さ
ん
が
誠
し
て
ド
さ
い
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
お
２
人
に

こ
れ
か
ら
の
綾
乃
ち
ゃ
ん
に
対
す
る
思

い
を
鍬
ね
て
み
る
と
、
「
元
気
で
す
く

す
く
と
、
活
発
な
女
の
子
に
育
っ
て
欲

し
い
。
そ
し
て
、
バ
イ
ク
の
後
ろ
に
乗
せ

て
走
り
た
い
！
」
と
、
綾
乃
ち
ゃ
ん
の
成

長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

、 ノ

１１ＪＨｊＷｌＫＺｌＳＨｌＢＥ７３Ｕ 



騨繊
製騨｝Ｗ～だ霞…さで期分と

こ
れ
ま
で
の
２
回
で
、
乾
乳
牛
の
飼
養
環
境
、
乾
乳
期
の
役
割
と
飼
料

給
与
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
ま
し
た
。
今
月
は
実
際
に
給
与
す
る
場

合
に
ど
う
い
っ
た
飼
料
の
組
合
せ
が
よ
い
か
考
え
て
み
ま
す
。

、ｱ 

管

乾乳牛の
飼料給与乾

乳
後
期
の
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

・
帆
飼
料
は
イ
ネ
科
単
播
一
軍

サ
イ
レ
ー
ジ
か
低
水
分
ラ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
が
望
ま
し
い
。

・
カ
ル
シ
ウ
ム
含
批
の
商
い
配

合
飼
料
、
マ
メ
科
を
多
く
含
む

粗
飼
料
、
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
製
品
、

ビ
ー
ト
パ
ル
プ
は
給
与
し
な
い
。

・
鉱
塩
等
の
塩
は
給
与
し
な
い
。

・
洲
飼
料
の
籾
タ
ン
パ
ク
衝
で
Ｂ

が
低
い
場
合
は
、
分
娩
時
の
乳

房
の
張
り
が
悪
く
な
る
た
め
、

糞
の
状
態
を
見
て
人
豆
粕
な

ど
で
調
整
す
る
。

．
ｃ
Ｐ
漉
度
を
上
げ
す
ぎ
る
と
（
乾

物
巾
応
％
以
と
）
疾
病
の
兆
候

を
示
す
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

、
ノ(北根室地区農業改良普及ｾﾝﾀｰ

‘７２－２１６４ 

し ｣ 

仔弓、

好評により今月も乾乳牛につい

て掲載します。

飼
料
計
算
に
基
づ
い
て
給
与

す
る
。

・
清
潔
な
分
娩
房
を
確
保
し
、
分

娩
に
際
し
て
は
紫
濡
し
な
い

で
自
然
分
娩
が
望
ま
し
い
。

設
計
給
与
例

表
一
で
乾
乳
期
の
栄
養
レ
ベ
ル

表１乾乳期の栄養レベル

カルシウム
（Ca） 

リン
（P） 

ＣＰ‘’ＴＤＮ Ca/P比乾物摂取量区分

l～１２呪 １，３以下前期 体頂の２．０兜 ０．４０％ ０３％ ６０～６］％ 

後期体重の16%１４~]５％65~68%０３%以「０４%(上限0.5%)１０以下

の
目
安
を
示
し
ま
し
た
。
根
室

管
内
の
一
般
的
な
成
分
の
サ
イ

レ
ー
ジ
｛
水
分
ね
％
、
Ｔ
Ｄ
Ｎ
閑

％
、
Ｃ
Ｐ
Ⅶ
％
、
Ｃ
ａ
０
．
４
％
、

Ｐ
０
．
２
％
）
で
は
ど
ん
な
飼
料

の
組
合
せ
に
な
る
か
計
算
し
て

み
ま
し
た
。

現
実
に
は
草
地
や
番
箪
、
刈

り
取
り
時
期
に
よ
っ
て
成
分
や

水
分
も
違
い
ま
す
。

絶
乳
牛
に
は
籾
飼
料
を
賊
大

限
に
食
い
込
め
る
環
境
を
作
り
、

少
し
で
も
多
く
の
粗
飼
料
を
食

べ
さ
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の

上
で
粗
飼
料
分
析
を
行
い
分
析

値
に
応
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
圧

ペ
ン
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
で
タ

ン
パ
ク
を
大
豆
粕
な
ど
で
調
整

し
ま
す
。

分
析
値
で
カ
ル
シ
ウ
ム
か
カ

リ
の
含
馳
が
高
い
場
合
は
乾
乳

後
期
川
に
Ｃ
ａ
や
Ｋ
含
肱
の
低

い
低
水
分
の
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー

表２乾乳前期の設計例行く

名｜瀞|諾飼料

|番｣Y(サイレージ ５２k日５４k日

乳配ＣＰｌ８ｋｊ.乳配ＣＰｌ８ｋｊ．２k日２k日

圧ペンとうもろこし圧ペンとうもろこし 0.5kｇ 

フスマ(一般１ ２kｇ 

ジ
の
給
与
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

分
娩
後
は
、
粗
飼
料
・
濃
厚
飼
料

を
搾
乳
牛
用
の
も
の
に
切
り
替

え
ま
す
。
給
与
地
は
分
娩
後
４

日
間
は
変
え
な
い
よ
う
に
し
、

食
い
込
み
状
態
を
見
な
が
ら
５

Ｈ
目
か
ら
２
日
に
１
キ
ロ
の
割
合

で
増
や
し
ま
す
。
給
与
脳
が
８

キ
ロ
を
越
え
た
ら
３
川
に
１
キ
ロ
の

割
合
で
上
限
ま
で
増
や
し
ま
す
。

表３乾乳後期の設計F1

こ
こ
で
は
、
お
お
ま
か
な

設
計
例
を
示
し
ま
し
た
が
、

自
分
の
牧
場
の
給
与
状
況
が

知
り
た
い
、
ま
た
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
普
及
セ
ン
タ
ー
ま

で
連
絡
を
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。飼料名 計算計算

例１例２

l砺取サイレージ ３５kｇ３５k質

帷乳'|、配合ＣＰ２０号 ４kｇ 

LEペンとうもろこし ２kｇ 

0.5ｋｇ１．３kｇ フスマ(一般】

大豆WcI 1ｋｇ 

`ﾊﾞﾊﾉＷｌＫ７ｌＳＪﾉＩＢＥ７ＦＵ１ワ

区分 乾物摂取量 ＣＰ iｊＰＴＤＮ 
カルシウム

(Ca） 
リン

(P） 
Ca/P比

前期 体重の２．０％ １１～１２％ ６０～６］％ 0.40％ ０３％ 13以下

後期 体重の1.6％
１４～１５％ ６５～６８％ ０３%以「 ０４％(上限0.5％） 1.0以~i《

飼料名 計算
例１

計算
例２

１番jY(サイレージ 541(９ ５２kｇ 

乳配ＣＰｌ８号 ２kｇ 

圧ペンとうもろこし ０．５kｇ 

フスマ<一般） ２kｇ 

飼料名 計算
例１

計算
例２

l蘇草サイレージ ３５kｇ ３５kｇ 

乾乳''二m配合ＣＰ２０号 ４kｇ 

圧ペンとうもろこし 2kｇ 

フスマ(一般） ０５１(９ 1.3k蔦

大AXW1 11(９ 
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繁殖技術｡繁殖管理
２００５年の輿が始まりました｡今kllからまた繁殖に関する様々な鞭について

響いていきたいと思います｡そこで今回は一番反響の多かった､繁殖成絞を{l’

すのに寵要な要因の一つである｢任意待機期131(VWP)」、｢発悩発見率｣、『妊

娠率』についてもう一度おさらいしていきたいと思います。

具
体
的
な
Ⅱ
標
値
は
任
意
待

機
期
間
で
印
～
乃
日
、
発
情
莞

ま
ず
は
雌
初
に
任
怠
待
機
期

間
、
発
情
発
見
率
に
つ
い
て
の

お
さ
ら
い
で
す
。

､任意待機期間（ＶＷＰ）＝分娩後、初回授精

までにかかる目標日数

■こり

･発情発見率＝授精回数÷理論的な発情回数

)１分がを娠方は

に晩で商率が発向

雛鰯lii懲
謀＃離騨
の,示す生で胎持
妊Ｉまる藤す率す
賑１３すこ効・のる
率ケ.と率妊l1iiに

見
率
は
釦
％
以
上
を
ｕ
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

妊
娠
率
と
は
牛
群
全
体
の
授

精
す
べ
き
発
情
に
対
し
て
妊
娠

す
る
比
率
を
表
し
て
い
ま
す
。

計
算
式
で
表
し
て
み
る
と
…
？

・
妊
娠
率
Ⅱ
発
情
発
見
率
×
受

胎
率

表１空胎日数と分娩間隔

髪胎|｣数＋妖娠ﾘﾘ]Ｉｌｌ１＝分娩lli1llM

８５１－１ 

１１５１１ 

１４５１１ 

2８０１１ 

２８０１１ 

２８０１１ 

１２カハ

１３カ円

Ｍ力)］

l２１Ｌ１（全逝平均） '３．２カＮ

表２牛群の90％が12.5カ月の分娩間隔を実現するための｢初回授精日数」

ii噸

灘；
まのて後
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２００５年

静念動綱

｜皀蠕
Ｉ
 Ｓ の 決
議
事
項

１
．
総
会
開
催
蠣
務
取
扱
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

２
．
役
員
選
任
事
務
取
扱
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い

て

報
告
事
項

１
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く
「
経
営
状
況

に
関
す
る
禰
項
の
報
告
」
に
つ
い
て

２
．
地
区
別
懇
談
会
の
主
な
意
見
に
つ
い
て

３
．
第
沁
回
根
室
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
通
常
総
会

お
よ
び
講
演
会
の
開
催
に
つ
い
て

第
３
回
理
事
会
の
経
過
報
告

開
催
目
曰
平
成
而
年
６
月
８
円

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

3③…ＣＤＰ研究会会議

6(月)…係長以上企画会議
畑対組織代表者会議

700…加工部会販売プロジェクト打
合せ
肉用牛貸付事前説明会
スタンド打合せ

８⑪…第３回理事会
９６ｳ…営農協議
１０⑥…第58回通常総会
１１㈹…第４回理事会
1400…中標瀧農業高校委託実習生受

入式
農協総合共進会

１５㈱…第２向営農委員会
農協酪対役員会

１６㈹…ＡＢＯ利用組合会議
固定資産購香
熟年会役貝会
第５回理事会

１７③…肉用牛貸付事業打合せ
伯しゃく祭り実行委員会

２０個)…Ｊ１･ホルスタインクラブ運営
委員会

２１００…ＡＰＥＸ利用組合会議
桜ヶ丘スタンド洗車施設工事
現場説明会

内部審査
２３㈹…融資協議

課長以上企画会議
青年部役員会

27(月)…桜ケ丘スタンド洗車施設工事
入札

2800…氷上高校実習受入式

'７コ目

第
４
回
理
事
会
の
経
過
報
告

開
催
目
曰
平
成
灯
年
６
月
Ⅱ
円

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

決
議
事
項

１
．
代
表
理
事
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

２
．
副
組
合
提
理
訴
の
選
任
に
つ
い
て

３
．
部
門
専
門
委
員
会
の
委
旦
長
及
び
委
興
の
選
任

に
つ
い
て

４
．
関
係
機
関
及
び
関
係
組
織
へ
の
委
旦
’
役
員
の

選
任
に
つ
い
て

５
．
平
成
Ⅳ
年
度
各
理
事
の
蝿
酬
の
配
分
に
つ
い
て

６
．
退
任
理
事
に
対
す
る
退
柾
慰
労
余
の
支
給
に
つ

い
て

報
告
事
項

１
．
代
表
朧
覗
の
選
任
に
つ
い
て

２
以
外
朧
覗
の
選
任
に
つ
い
て

３
．
関
係
機
関
及
び
関
係
組
織
へ
の
委
員
・
役
員
の

選
任
に
つ
い
て

l『￣

開
催
月
曰
平
成
打
年
６
月
旧
曰

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

決
議
事
項

１
．
行
政
庁
へ
の
業
務
報
告
幾
の
提
出
に
つ
い
て

２
．
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
作
成
に
つ
い
て

３
．
平
成
Ⅳ
年
度
信
川
供
与
限
度
額
の
決
定
に
つ
て

４
．
平
成
ｎ
年
度
貸
付
金
利
率
の
蛾
高
限
度
の
決
定

に
つ
い
て

５
．
平
成
ｎ
年
度
余
裕
金
の
孤
人
先
の
決
定
に
つ
い

て

６
．
平
成
〃
年
度
余
裕
金
の
巡
川
方
針
及
び
リ
ス
ク

管
理
方
針
の
決
定
に
つ
い
て

７
．
各
資
金
の
借
入
れ
に
つ
い
て

８
．
桜
ヶ
圧
給
油
所
連
続
洗
敢
機
の
導
入
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
旧
年
度
北
海
道
化
乳
生
産
安
定
化
対
策
事

業
の
収
支
決
算
に
つ
い
て

２
，
平
成
Ⅳ
年
腱
生
乳
新
規
枠
汝
び
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

枠
の
叩
請
と
平
成
灯
年
度
生
乳
計
両
生
産
の
推

進
に
つ
い
て

３
．
次
期
生
乳
安
定
生
産
対
策
に
つ
い
て

４
．
土
地
利
用
型
酪
膿
推
進
事
業
に
つ
い
て

５
Ｂ
Ｓ
Ｅ
及
び
Ⅲ
蹄
疫
を
巡
る
情
勢
に
つ
い
て

５４ 

第
５
回
理
事
会
の
経
過
報
告

平
成
Ⅳ
年
度
各
鑑
栴
の
報
酬
配
分
に
つ
い
て

退
任
監
來
に
対
す
る
退
伍
慰
労
金
の
支
給
に
つ

い
て

ＪＵ４ｊＷＭＣｌＳｆ"ＢＥ７ＦＵ１４ 



拝一

B■■■ 

極
の’-1
1淵|にMH
催行陽
にわ地
なれ区
るま牛
今し祭
、たり
か｡が

ら５１５
写回月
真１－１３０

I 写
真
で
の
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ

に
牛
祭
り
も
様
変
わ
り

開
陽
地
区
酪
対

Znに
イベント情報厘公募｡売り
買いなど､組合員の便利
な掲示板として皆様から
の情報をお待ちしており
ます。●72-3721

Ｌ 
」

写真でのジヤッジングに戸惑いも

地
域
の
環
境
整
備
に

ゴ
ミ
拾
い
奉
仕

青
年
部
開
陽
支
部

宵
年
部
開
陽
支
部
で
は
地
域

の
環
境
整
備
と
い
う
こ
と
で
、

ｅ
ｎ
３
ｕ
に
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た
。
先
だ
っ
て
農
協
女
性

部
が
開
陽
台
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い

を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
私

た
ち
は
開
陽
台
周
辺
で
は
な
く

③物ゲいがしで方に
奇がＩろ終ま判式よ
柵出ムオわい断にろ
ｌｌさが１るまと変ジ
行れ行クとすなわヤ
年まわシ、がるりツ
部しれヨ値、とまｼﾞ
ﾘｮた、ン例．結しン
陽・多やにン橘たグ
文数ビなテ悩・と
部のンつスん浮い

品ゴて卜で真う

第
３
期
目
の
組
書
長

就
任
を
記
念
し
て
、
高
橋

勝
義
代
表
理
事
組
合
長

よ
り
担
い
手
創
出
協
議

会
へ
、
多
く
の
ご
厚
志
を

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
誠

に
壷
凰
が
と
う
ご
言
い

ま
す
。

漏可

ボ
ト
ル
が
非
常
に
多
く
、
簡

単
に
ポ
イ
ポ
イ
捨
て
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
の
か
不
思
議

で
す
。
拾
う
人
が
い
な
け
れ
ば
、

そ
こ
い
ら
じ
ゅ
う
が
ゴ
ミ
だ

ら
け
で
、
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
１
人
－
人
が
気
を
つ

け
て
、
綺
麗
な
街
に
み
ん
な

で
し
ま
し
ょ
う
！

●
寄
稿
Ⅱ
青
年
部
間
陽
支
部
・

鈴
木
智
之

bﾛ 小
木
商
店
か
ら
西
側
に
向
か
っ

て
の
路
線
と
半
澤
牧
場
ま
で
向

か
う
路
線
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
２
班
に
分

か
れ
て
昼
頃
ま
で
行
お
う
と
い

う
こ
と
で
作
業
を
開
始
。
用
意

し
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
台
が
い
つ

ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
の
ゴ
ミ
が

川
ま
し
た
。
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト

ｉｉｉ霞l震霧

４ 

回でこんなにゴミが出るの～

|, 

Ｇ
ｎ
４
ｕ
団
当
幌
地
区
で
は

当
幌
酪
対
主
催
の
牛
魂
祭
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
当
ｕ
は
「
雨
」

の
予
報
で
し
た
が
な
ん
と
か
持

ち
こ
た
え
た
も
の
の
錘
り
空
で
、

か
な
り
肌
寒
か
っ
た
で
す
。
『
牛

魂
碑
』
に
参
拝
し
、
写
真
に
よ

る
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
未
経
歴
は

難
し
く
、
ど
の
牛
も
同
じ
に
見

え
ま
し
た
…
。

男
性
１
位
は
安
川
肛
嗣
洲
。

そ
の
ほ
か
、
位
ま
で
泣
品
が
当

た
り
、
夫
婦
で
入
賞
の
方
も

い
ま
し
た
。

E-１ ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

笑
い
と
歓
声

当
幌
地
区
酪
対

男女入りみだれてのイスとりゲームに大笑し’

|I 

予満Ｍｉｌノリブ|:がス女

湾:鰄灘
・紮蝿当囎Ｆ１
;Ｍ１誓灘Ａ
瞥鼎Uiil壇て製
れけ参、らき司地
るて力Ⅱ管は『－．コ区

そ
の
後
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
や
ホ

タ
テ
、
エ
ビ
な
ど
を
囲
み
、
お

腹
を
満
た
し
た
後
は
、
イ
ス
取

り
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
妓
後
に
飯

島
浩
さ
ん
司
会
で
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
が
行
な
わ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
が
競
ら
れ
ま
し
た
。

酷
対
役
員
の
皆
様
、
参
加
さ

れ
た
皆
様
ご
苦
労
様
で
し
た
。

⑰
寄
柵
Ⅱ
青
年
部
当
幌
支
部
・

筒
井
辰
山

根
室
・
中
標
津
空
港
前
に

コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き

Ｊ
Ａ
根
室
地
区
女
性
協
議
会

● 

■ 

､､蝦Llq 

｜
閂
‐
▲

■ 

jln区女性編のｉｓ員が耐まきしました

１月，ﾊﾞﾊﾉＶＡＫ八s/〃ＢＥＴ刃Ｕ



お
い
し
ん
ぼ
倶
楽
部

と
の
加
工
交
流

Ｊ
Ａ
中
標
津
食
品
加
エ
交
流
部
会

６
月
７
日
、
農
業
農
村
交
流

施
設
に
て
食
品
加
工
交
流
部
会

と
標
津
町
の
お
い
し
ん
ぽ
倶
楽

部
と
の
加
工
体
験
を
通
し
た
交

流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
加
工
部
会
の
設
立
準
備
時

に
お
世
話
に
な
っ
て
以
来
、
輝

年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
、
藤
井
直
美
さ
ん
と
弾
正

原
真
由
美
さ
ん
に
講
師
を
依
頼

し
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
や
菓
子
パ

ン
数
祁
類
を
作
り
、
昼
食
に
作

あんパンが焼き上がりました

り
た
て
の
巣
了
パ
ン
と
参
加
者

の
皆
さ
ん
が
持
参
し
た
手
作
り

炊
き
込
み
ご
飯
や
こ
ん
に
ゃ
く
・

山
菜
料
理
を
食
べ
、
お
互
い
の

加
工
技
術
や
情
報
な
ど
を
交
換

し
合
い
交
流
し
ま
し
た
。

参力進1Vi度
ⅢⅡに姿－４ＦＩＩ’
臂よ輿が業１１１
へりさ６のllM
lziU、ん）］平地
ら’'１，１３成域
れ標農１－１１７尋
ま津協、年腐
し地職地度接
たば只域云支
ｃ集のの花払
今落協推の制

Ｆ
■
 

｜
｛
 

農
場
周
辺
を
「
花
」
で

華
や
か
に

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
事
業

IF≦、

人
の６

参）］
川１７
協日
力、
の女
も性
と部

年
は
、
ベ
コ
ニ
ア
３
色
の
ほ
か
、

ペ
チ
ュ
ニ
ア
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
と
多
種
多
様
。

１
本
お
ま
け
に
ブ
ル
ー
サ
ル

ビ
ア
も
配
ら
れ
ま
し
た
。

集
落
協
定
参
加
詩
の
農
場

周
辺
箪
観
を
『
花
←
で
薙
や

か
に
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫

し
て
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

農
協
事
務
所
周
辺
の

花
壇
整
備

女
性
部
奉
仕
活
動

農産販売鯉の育てた苗を運ぶ職員

堤!:縣繁lii；鮎背亦元今屯繍Ｗ１

ｏ韮:騨鰄:漣鱗iii
ぎぎこの芒キ施花ジンアくれの、部
い、協ｕたし段がのクな．ま佗膿貝
まあ力程・イな鰹色・どニし璃協１７｜

鱗
霧
識
司

６
月
妬
ｕ
、
ミ
ル
ク
の
Ⅲ

に
て
行
わ
れ
た
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
、
ｊ
Ａ
中
標
津
食

品
加
工
交
流
部
会
が
試
験
販

売
を
目
的
と
し
＃
し
ま
し
た
。

存⑤、

幻
仙
午
・
ｄ
己

開店１時間ほぼ下＝て販売

Ｊ
Ａ
中
標
津
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利

用
組
合
（
上
村
重
光
組
合
長
）

は
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
典
に
向
け

た
勉
強
会
を
６
月
型
口
に
附
き
、

乳
睡
改
善
に
向
け
た
準
力
の
再

確
認
や
惰
鮒
交
換
な
ど
を
行
い

Ⅱ｝光る販がｒｌＯ色とりどりの花が絢麗に植えられました

噸溌i:iiギ蝋

纈霧鰔麹灘
゜実践をｑまドｏら蟄雨心階行部しかマチぶ４，Wｉ

雛繊繊;'識蕾瓊llj鰯：

乳
質
改
善
に
向
け
た

勉
強
会
を
開
き
ま
し
た

Ｊ
Ａ
中
標
津
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

〃１ ＮＰＭＥＡＳＨﾉＢＥＴＦＵ１Ｆ 
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⑨
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ｏ
Ｃ
ｏ
ｏ
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
ｃ
ｃ
◎
。
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｃ
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
Ｄ
ｃ
ｏ
ｏ
ｃ
ｃ
ｍ

術ろ菌よ搾づわ正みま
とこ数ろ乳いれ埜の乳し
理とも乳作て、に基質た
論は体牛業搾通よ水改・
をな紬へ者乳正ろは善
再い胞のがさな殺一に
砿こ数ス変れ搾荷締ｌｉＩＩ
認とも卜わて乳やでけ
すか跳レるい理洗あた
るらねスこれ論浄り取
た、上、とば（こが、り
め技が’liに、基行適組

過
Ｈ
行
わ
れ
た
通
常
総
会
後

の
埋
嚇
会
で
農
協
選
川
の
理
事
、

監
事
が
決
定
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
組
合
長
、
副
組
合
瞳
、
代
炎

監
狽
の
選
任
や
新
役
員
に
向
け

て
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の
経
過
と
現
状
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
を
説
明
す

る
た
め
に
聞
い
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
現
状
の
業
務
と
過
去

か
ら
整
理
さ
れ
て
き
た
ヘ
ル
パ

ー
関
連
の
要
領
や
要
綱
も
現
状

と
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
部
分
に

つ
い
て
の
見
脚
し
を
図
っ
た
り
、

６
月
旧
日
、
ｊ
Ａ
中
標
津
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
第
１
回
新

役
員
会
が
事
務
所
中
会
議
室
で
開
か
れ
、
上
村
重
光
組
合
長
の
再
任

に
よ
る
Ｈ
Ｗ
～
旧
年
度
体
制
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

酷

一・毎
二
戸
■

一・二

一・毎
二
戸
■

一・二

Ⅱ
引
」

忘三

ヘ

ル

（ に
行
っ
た
も
の
。

青
年
ヘ
ル
パ
ー
（
酪
農
家
後

継
者
）
の
参
川
は
、
牧
草
収
穫

繁
忙
期
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
た

め
に
な
か
っ
た
も
の
の
、
（
有
）

フ
ァ
ム
・
エ
イ
職
興
は
、
ほ
ぼ

全
旦
が
参
加
し
て
、
酪
農
を
取

り
巻
く
状
況
や
ｊ
Ａ
中
標
津
の

乳
頂
改
善
取
り
組
み
方
針
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。

代
議
員
か
ら
監
事
を
選
出
す
る

際
の
補
充
の
関
係
も
議
論
さ
れ

て
、
次
期
役
且
改
選
期
ま
で
に

結
論
を
だ
す
こ
と
と
し
て
、
今

凹
は
地
区
酪
対
に
対
し
て
改
め

て
補
充
を
要
請
し
な
い
こ
と
と

し
ま
し
た
。

「
代
議
員
制
を
取
る
総
会
へ

の
川
席
率
が
少
な
い
」
と
の
意

見
が
総
会
前
の
地
区
別
懇
談
会

で
川
さ
れ
た
件
に
つ
い
て
は
、
存

の
繁
忙
期
で
あ
る
の
で
、
別
の
総

会
と
Ⅱ
程
を
洲
終
し
て
合
わ
せ

０
口

事 、可

」

業

－－．－－'巴■■ロゴ」
度【１１肋たう｜Ｘ貝て

りｉｌｌｌがへ｡に理は開

ii灘蕊１１
鰄山すれずといし制で；議鰄

【役員]１２人

中
標
津
町
農
協
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合

（
Ｈ
Ⅳ
～
Ｈ
旧
）

地区役職氏名

腿協選出理T1K組台良 上村皿光

第２１腱捲liill組介腫 佐藤殿彦

腱協選Ⅱ{理Jｊｉ 小}Nｉ

飛
浩
一
恋

氾
雪

幌 飯H1，

巾慨ｉ１１ TlrIhH 

iＷ ｲ罠彩（11便

佐 l亘藤腎ril武
ＪＡ中撰津の取組みを間＜参加者たぢ

Ⅱ
奥
Ⅱ
Ｉ
 

勝 )|:けyrj 《
Ｊ第
妬
ロ
日
本
農
業
員
候
補

を
募
集
し
て
い
ま
す

川
本
放
送
協
会
と
全
中
、
道

中
央
会
な
ど
が
毛
催
す
る
第
詣

回
ｎ
本
農
業
賞
の
実
施
要
綱

が
発
炎
さ
れ
、
意
欲
的
に
経
常

や
技
術
の
改
善
に
取
り
組
み
地

域
社
会
の
発
展
に
立
献
し
て
い

る
個
別
経
営
と
集
団
組
織
を
幕

て
行
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、

要
請
し
て
い
く

こ
と
も
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

▽
新
体
制
は
表

の
通
り

落 小IIl茂

腿協選IlI艦'1Ｉ 代表監リド乾雅l1iui

仮 橘 雌１Ｊ金j呂安

落監’1「笠原MEI(lli偶

[代議員】２８人 （）は代議貝から朧Ｊ１]卜に進出された２人

氏 程地区 定数

当幌ＩＭ村稔･筒ﾌﾞ仙畳山･竹村聡 ３人

中標津武lll健治･佐藤久兇･岡lMi敏行･鯉坂尚久･迎[I1iYj弘 5人

LＩ型Iﾘﾋｶﾞｻﾞf･佐藤lWi轡･Ul1峰勇一･'１【]隅11ﾐ志･｣､)羽隆'二i」武佐 ５人

「農鰹出騰柴
宮鰹さ部業品他応し
農業いへ普財騰募て

Iil轍
斉麟和広･樫作寿ノミ･'１１本(『;幸開麗 3人

俣落ｆｿ《IlI久雄･勝見健・ピケ｣;肘.F11/f･wllli)(進【。．(榧lji1LI〔iW） ５人

第２侯落尼嫡広太郎･横'１１F秋･杉本和玄･竹Fliil介・荻Ⅱ(秀雄５人

篭橘日下芳ＩＹｌ･橘}越陛･Lnul1f功一。（金ｒ安一】 ４人

【㈲ファム･エイモニター】

ﾄﾞﾘ川糾合川人の｣jL様２人

(ｲj)【'｢瀞牧場，[｢灘維江

水谷芳11111永谷正伎

（倣称略］

【㈲フアム･エイ関連】

収締役藤井美智犬

ＪＡ｢１１槻if１１．MＩ組合瞳

慌汽役上付jH光

」AIl1l辮lk･街隆菱旦長(利)11組台災）

１７Ｚ`ＩノVAjCLWz〃ＢＥ７ＦＵ

地区 役職 氏名

腿協選IlI理71K 組合Ｌ２ 1二村､Z光

第２俣落 iiI組介腫 佐藤嘩彦

腱協進Ｉ'１理？]「 '八ｌ１ｌｉｉ７Ｉｒｉ

当帆 飯脇浩

ｌｌｌＭボド１t 正城斑

俵橘 ｲ罠多ＩｔｌＬ

武佐 [舌滕賢Tfil

|ﾙ１１湯 ﾉ'8ｋ万1｢丁

俣落 小Ili茂

'１２協進}{}艦'|「 代表艦１１K 乾雅l1iui

仮h(； Mｋ’1１ 金j皇安．

俣浴 艦‘!『 笠､i〔L1El(ｌｌｉ

地区 氏名 定数

当傷 |M村稔･筒)|:ﾑﾓ山･竹材聡 3人

中標津 武lll健治･佐藤久兇･岡lMi敬行･總坂尚久･述[１１尚弘 人

武佐 野光瀧･佐藤lWi悪･ill條勇・‐･liIl1Ji1lﾐ志･｣､１羽隆IjI 人

開燭 斉藤和広･{副卜寿ﾉと.'i｢本(｢;掌 人

俣落 秋IlI久雄･勝見健・ピケ｣;肘.ﾄﾞﾘｲﾄﾞ･'11沢辿｢１．(煙ｌｊｉ(ljIEWn 人

第２俣落 尼崎｣u;太Ｈ１<･横Ilil亀秋･杉本和玄･竹｢緋介･荻l】(秀雄 人

蔑橋 }】下芳１１(}･名越優･ﾑｴ１１F功一･〈金「玄一・） 人



【'2005年７月行事予定
７鬮号

１㈱…

2③… 
3旧)…
4個)…
5㈹…
6㈱…

760…氷上高校実習終了･中標津地区集
落推進委員会議

８㈱…
９㈹…

１０⑧… 

11個)…中標津町農業後継者対策協議会
総会

１２㈹…

：１牛は１曰にどれくらいのウンチをす!
るでしょうか？

：・約50ｋｇ・約100ｋｇ・約200ｋｇｌ
●●●●b●●■■■●■■■◆q●ＯＧ●●●■■■■■■■●●q●●●●■U 

:．．．．．．．．．．．・・，.．．．．．．．．．．．．．．．‐.．．．．．

：２牛乳を積んだタンクローリーは中標Ｉ

津牛乳１１が何本分入っているでし；

ようか？

：・約100本・約１千本・約１万本：
．．．．．．．。．．．．．．．．．．．．．．．．．◆▽．．．．．．．．．、：

．．。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．．．．．．．．．．：

・３どうやったらコーヒー味の牛專Uｶｾﾞで：

きますか？

：・牛にコーヒーの豆を食べさせる

；・脱脂乳にコーヒーや甘味料で味を調：

：える

（・茶色と白の牛だけがコーヒー牛乳を：
：出す
…．……………．．．．…………．．； 

：４牛は目をつぶって眠りますか？

：・眠る・眠らない.目を開けて眠る：
…．．．．…．…．…．…．…．………．； 
■｡CＱ◆●ﾛ●●●●■■●■■■◆●●●◆●●①●■●■■■■▲己□①●●

：５どうして牛の角をとってしまうので.

：すか？

１.角があると牛じゃなくなるから

：.赤い服を着てたら暴れ牛になるから：

，．自分や仲間の牛、飼い主に怪我を負わ：

’せないため
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．－．．．．．．．： 

農
協
総
合
共
進
会
へ
見
学
に
来
た
丸
山
小
專
校
３
年
生
の
生
徒
か
ら
出
た
素
朴
な
質
問
を
ク
イ
ズ

に
し
ま
す
。
中
に
は
、
農
協
職
員
は
い
く
ら
ぐ
ら
い
も
ら
っ
て
い
る
の
？
と
い
う
お
ま
せ
な
質
問

を
す
る
子
が
い
た
り
と
子
ど
も
に
は
、
と
き
ど
き
「
ド
キ
ッ
」
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
ね
。

１３㈱…

１４㈱…あるる定`休日

rホミ
ーノ １５闇…

１６⑯…ブロッコリー選果場操業式
１７旧)…

１８個)…海の日
１９㈹…
２０㈱…ダイコン選果場操業式
２１㈱…
22㈹…
２８(1)…女性部青葉会･パークゴルフ大会
２４⑧… 

２５(月)…日大獣医学科酪農実習～8/２４
２６㈹…熟年会パークゴルフ大会
27㈹…ｊＡ夏まつり２００５
２８㈹…
２９③… 

３０(1)…ＪＡ役職員野球大会(別海）
３１⑧…ミルクの里フリーマーケット

；P､’ 
．」

、

６月号は１０人の応募がありました。

畑営農部長の厳正なる抽選の結果､保科隆さん(俣落)､劔持繁美さん(俣落)､志賀昭子さん
(武佐)の３人が当選です。

６月号の

こたえ
■ｖｏ,ｃＢ声．
￣③平成7年に就農して､あっという閏

に子どもたちが５人の７人家族と

|・要欝學鰯ii：

こたえ
Ｕ－Ｔ丁一石面

一生

腿男･雪太郎くん次ｿ).菅次郎くん

●とてもユニークな方法でクイズを出していますね｡多くの組合

員さんの生活ぶりをこれからも楽しみにしてクイズに参加さ

せていただきます(小出公子さんより）

来月は和田生産部長が抽選します。＝ｿJ･林三郎くん奨女･葉菜子ちゃん次女.空〒ちゃ人
し ノ

.〃ｌノＷＭｆＡｕ９ｊＷ月ＪＬｍ９〃１口


